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研究成果概要 

 ハイパーカミオカンデの光検出器としてB&L PMTと3 inch PMTを19個使用した光センサーモジ

ュール（以下、mPMT）を併用することを検討しているが、前年度の報告では低いエネルギーの電

子についてそのメリットを議論した。今年度は 500 MeV/c の電子とミューオンを用いて、比較的

高いエネルギー領域における粒子識別の性能について調べた。B&L PMTは20,000本で固定し、それ

に mPMT を 1,000, 3,000, 5,000, 10,000本加えた場合についてシミュレーションを行った。上

図は粒子識別の log likelihood で、実線はミューオン、点線は電子、各色はmPMTをそれぞれの

本数を加えたケースを示している。識別の閾値を変えることによってサンプルのpurityと識別の

efficiencyが変わるが、横軸にpurity、縦軸にefficiencyをとったプロットを下図に示す（左：

ミューオン、右：電子）。mPMTの数が多くなるのに従って、粒子識別の性能が向上していること

がわかる。このような情報を集め、検出器のセットアップの最適化を行う。 
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